
                                       

 

 

 

 

 

 

『形』だけではなく『心』も 
  校長  中嶋  秀明  

 

これは、東日本大震災後、公共広告機構（ACジ

ャパン）からのテレビＣＭで放映されていた宮澤

章二さんの詩『行為の意味』の一部です。 

子供の様子を見とる時に、『行為の意味』を考える

ようにしようと教職員に話しています。 

 

６年生が、「１年生の○○さんは、毎朝、先生方一

人一人の前で立ち止まり、元気にあいさつをしてい

て素晴らしいと思います。」と紹介しました。その１

年生にどうして立ち止まってあいさつをしているの

か、その行為の意味を尋ねると「中山先生から、あい

さつをすると元気になると教わったから。」と話して

くれました。実際に元気になりましたかと尋ねると、

笑顔と共に「はい。」と返ってきました。 

６月中旬から全校児童がランチルームに集まって、

給食を食べることにしました。始めた頃、食器を片付                        

      ける際、食器がぶつかる音がランチルームに響き渡

っていました。「音を立てないように片付けましょう。」と『形』を指導するのではなく、「給食

の準備をしてくださっている配膳員の方、食器を購入するためのお金を用意してくださった納

税者の方、食器を作ってくださった工場の方、少なくとも３つの立場の人が、みなさんに食器を

大事に使ってほしいと願っています。その方々へやさしい心を働かせて片付けましょう。」と声

をかけています。少しずつですが、『やさしい心』を働かせて、食器を大切に扱う子供が増えて

きています。 

「あいさつをしなさい」「廊下を走ってはいけません」などと、目につく『形』を整えるため

の声かけをしてしまいがちですが、これからも行為の意味も併せて声をかけることで、南部っ子

のたからものである『やさしい心』『がんばる心』『すなおな心』を育んでいきます。 
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＜８月＞ 
24 日(日) PTA親子清掃、資源回収 
＜９月＞ 

 1 日(月) ２学期始業式 
16 日(火) 研修会のため給食後放課 
29 日(月) ５・６年宿泊学習(～30日) 

＜２学期の主な行事予定＞※ホームページにも掲載されております 

「こころ」はだれにも見えないけれど 

「こころづかい」は見える 

「思い」は見えないけれど 

「思いやり」はだれにでも見える 

＜１０月＞ 
 2 日(木) 避難訓練 

15 日(水) 学習発表会予行(3～5限) 
18 日(土) 学習発表会 
20 日(月) 振替休業日 
23 日(木) 就学時健康診断 

＜１１月＞ 
 5日(水) 持久走大会(予備日・７日) 
 6日(木) 研究会のため午後放課 

14日(金) 学習参観 
     PTA教育講演会 
28日(金) 児童集会 

＜１２月＞  
   8日(月) 校外班集会・集団下校 

18日(木) 保護者懇談会(五鹿屋) 

19日(金) 保護者懇談会(東野尻) 

24日(水) ２学期終業式 

25日(木) 冬季休業(～１月８日(木)) 

＜やさしい心で食器を片付ける子供＞ 



 

 

 

今年のアクションプラン②（心）の目標は、「1日に 1つ、仲間のよい

ところを見付けられる児童が 80％以上」になることです。7月に子供たち

は達成度を自己評価しました。 

1～2年生では、「大きな声であいさつしていました。」「そうじを手伝

ってくれました。」等といった分かりやすい行動に注目し、素直に互いを

称賛する姿が見られます。3～4年生になると、社会性が芽生え、「約束  

を守る」「みんなのために動いている」など、社会的なルールや規範を守

っている等、より深い観点で友達の姿を見つめるようになります。そして、5～6 年生では仲間内での役

割や貢献を認識する力が育つため、「リーダーシップがある」「困っている子をサポートしている」等、

仲間との関係の中で行動に込められた「思い」をも合わせてよさを見付けようとします。 

心理学者アドラーは「他者を称賛することで、自分の自己肯定感が高まる」と語っています。夏休み中

は、ご家庭で、「今日気付いた家族や兄弟のよいところ」について親子で話し合う時間をもつチャンスで

す。例えば、「家族を助けるために、お手伝いをしてくれてありがとう。」

や「今日は笑顔が素敵だったね。おかげで私は元気になったよ。」とい

った日常の小さな気付きを言葉にするだけで、子供たちの心が大きく育

つ可能性があります。 

研究でも、ポジティブな言葉のやり取りは、子供の社会的スキルの向

上や家族の絆を深める効果があることが示されています。日常の中で交

わされる一言が、身近な人との絆を深め、さらには未来の人間関係をよ

り温かいものにするきっかけとなるでしょう。 

夏休み中に、ご家庭で育てて頂いた心を生かして、2 学期は達成率９

０％以上を目標に取り組んでいきます。（生徒指導主事 吉田 裕）  

 

＊アクションプラン①（学び）「授業でも家庭でも、自立して学習に取り組む子供 全校達成率９６％」、 

③（体）「自分で決めた睡眠時間を確保する子供 全校達成率８８％」となりました。 

 

学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 全校 

達成率(％) ８５ ９３ ９６ ８８ ８９ ８０ ８８ 

かがやく南部っ子 

「夏休みはご家庭で、心の豊かさを育む時間を」 

＜表現のよさを見付ける話合い＞ 

＜縦割りグループのよさを見付ける＞ 

◆ 砺波市スポーツ少年団交流会 バレーボール 

   2位 庄川スポーツ少年団男子バレーボール部 ４年 福田清登 

◆ QUREO AWARD TECH KIDS GRAND PRIX 2024 プログラミング 

   QUREO賞  10位 5年 野村康祐 

◆ 第 33回級位者大会 囲碁 

   Aクラス 優勝 4年 永田楓花 

◆ フレンズ碁 in新緑 囲碁 

   Aクラス 最優秀賞 4年 永田楓花 

◆ 第 22回わんぱく相撲となみ野場所 相撲 

   1年生女子の部 2位 花島里歩 

   ３年生男子の部 優勝 日向謙心 

◆ 第 46回富山県少年少女囲碁大会 囲碁 

  段級位認定戦Aクラス 3位 4年 永田楓花 

◆ 砺波市スポーツ少年団交流大会 バレーボール 

 2位 砺波南部バレーボールガールズ 

◆ ピティナ・ピアノコンペティション ピアノ 

 高岡地区 C級奨励賞 6年 瀬川莉子 

◆ 第 21回砺波市民スポーツ大会 水泳 

 小学５・６年女子５０ｍ平泳ぎ 3位 6年 中山栞杏那 

 


